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１．環境経営方針
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＜基本理念＞

＜行動指針＞

私たちは、かけがえのない地球環境を次世代に受け渡すため、全社員こころを

一つにして、あらゆる企業活動を通じ環境を守り、社会・経済の発展に

貢献するよう全力を尽くします。

株式会社タステックは、建設工事が与える環境への影響を十分に把握し、

環境経営の継続的改善を図るため、以下の事項を重点的に取り組みます。

2020年08月01日(改訂)

株式会社タステック

代表取締役　宮本　正吾

環境関連法規則等を遵守します。

建設工事に伴う騒音・振動の低減に努力します。

建設廃棄物の適正処理及びリサイクル促進に取り組みます。

グリーン購入に取り組みます。

節水に努め、水使用量の削減に努力します。

事業活動において、二酸化炭素排出・廃棄物排出量の低減に努力します。

天然資源保護のため、燃料・電気エネルギーを有効活用します。

環境方針に沿って協力事業者に理解と協力をお願いします。

環境方針は全社員に周知徹底するとともに一般に公開します。



２．会社概要

事業所名 株式会社タステック

代表者名 代表取締役　宮本 正吾

環境管理責任者 廣田　壮通

連絡先 TEL(093)541-6885／FAX：(093)541-6939

info@tastech.co.jp

所在地 本社　　〒802-0031  福岡県北九州市小倉北区赤坂海岸9-11

重機置場　〒800-0112福岡県北九州市門司区畑2338-2

設立

資本金 2,000万円

業種 道路建設機械・器具の輸入販売

健康器具の輸入販売

舗装工事業・土木工事業

取引銀行 西日本シティ銀行　北九州営業部

三菱UFJ銀行　北九州支店

福岡銀行　小倉支店

事業規模 2020年度 2021年度 2022年度

売上高(百万円) 483 467 564

従業員数（人） 12 12 11

事業面積(㎡） 140 140 140

※事業年度　８月１日～翌７月３１日

1987年12月4日



３．組織図及び認証範囲

全組織及び全事業活動

役割分担表

委員会開催スケジュール

毎年　8月・11月・1月・4月　の第一水曜日（祝日の場合は翌営業日）

氏名 所属 役割・責任・権限

宮本　正吾 代表者
全体統括、環境方針の策定

環境への取り組みを実施するための資源の準備

全体の評価・見直し

廣田　壮通 環境管理責任者
環境への取り組み、及び環境経営システムの構築、運用、維持

改善の為の提案、および状況の報告

田邊　義孝 EA21委員会
全体の把握、従業員への活動に関する教育

環境目標達成、活動状況の審議

問題点の是正処置、その他EA21に関する業務

荒木　忠彦 現場代理人 環境活動計画の実施、建設現場エネルギー削減

笠原　則子 EA21事務局 EA21委員会の補佐、文書・記録等の作成管理、その他業務

東　慶太郎 営業部門 環境活動計画の実施、その他EA21に関する業務

認証・登録範囲

代表者

代表取締役 宮本正吾

環境管理責任者

廣田 壮通

事務部工事部 営業部

EA21委員会

田邊 義孝

東 慶太郎

笠原 則子

重機置き場

現場代理人

EA21事務局



４．環境経営目標、環境経営計画

4-1

環境経営目標(事務所)2022年 及び中期環境経営目標

環境目標
2019年実績

(基準値)
2022年度目標
（2019年実績を基準）

2023年度目標
（2019年実績を基準）

2024年度目標
（2019年実績を基準）

2025年度目標
（2019年実績を基準）

17,860 17,768 17,583 17,490

(3.5%削減) (4.0%削減) (5.0%削減) (5.5%削減)

14,083 14,011 13,722 13,650

(2.5%削減) (3.0%削減) (5.0%削減) (5.5%削減)

312 310 307 305

(3.5%削減) (4.0%削減) (5.0%削減) (5.5%削減)

4,325 4,303 4,281 4,236

(3.0%削減) (3.5%削減) (4.0%削減) (5.0%削減)

112 110 109 109

(3.0%削減) (4.0%削減) (5.0%削減) (5.5%削減)

グリーン購入の推進 27品目 30品目 30品目 35品目 35品目

一般廃棄物（kg） 300 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

環境配慮商品の提案・販売 8 8件(提案) 8件(提案) 8件(提案) 8件(提案)

環境経営目標(工事現場)2022年 及び中期環境経営目標

環境目標
2019年実績

(基準値)
2022年度目標
（2019年実績を基準）

2023年度目標
（2019年実績を基準）

2024年度目標
（2019年実績を基準）

2025年度目標
（2019年実績を基準）

二酸化炭素排出量(Kg・CO₂)* 417 417以下 417以下 417以下 417以下

軽油自社使用量（リットル）
　/工事金額100万円あたり

147 147以下 147以下 147以下 147以下

ガソリン自社使用量（リットル）
　/工事金額100万円あたり

11 11以下 11以下 11以下 11以下

廃棄物処理の削減（リサイクル率） 95％以上 95％以上 95％以上 95％以上

323

4,459

115

*購入電力の二酸化炭素排出量の計算には、九州電力の2019年度の実排出係数0.445kg-CO₂/kWhを使用した。

*二酸化炭素排出量は参考値

二酸化炭素排出量(Kg・CO₂)*

電気使用量（kWh)

灯油使用量 (リットル）

ガソリン使用量（リットル）

水使用量（ｍ³）

18,508

14,444



4-2

環境経営計画

事務所

【電気使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エアコンの設定温度を決める 笠原 2022年8月～2023年7月

昼間の消灯 笠原 2022年8月～2023年7月

残業時の不要な照明の消灯 笠原 2022年8月～2023年7月

パソコンの適正な電源OFF・省エネモードの設定 笠原 2022年8月～2023年7月

【灯油使用量削減】

活動内容 責任者 日程

灯油ストーブの適正稼働・メンテナンス 廣田 2022年8月～2023年7月

【ガソリン使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エコドライブ・アイドリングストップの励行 田邊 2022年8月～2023年7月

公共交通機関の利用 田邊 2022年8月～2023年7月

【水使用量削減】

活動内容 責任者 日程

蛇口の細かな開閉 笠原 2022年8月～2023年7月

【グリーン購入の推進　15品目】

活動内容 責任者 日程

エコ商品の調査 笠原 2022年8月～2023年7月

エコ商品への切り替え 笠原 2022年8月～2023年7月

【廃棄物処理の削減】

活動内容 責任者 日程

ゴミの分別の徹底 笠原 2022年8月～2023年7月

コピー用紙の裏面を利用 笠原 2022年8月～2023年7月

ペーパーレス化の推進 笠原 2022年8月～2023年7月

【環境配慮商品の提案・販売】

活動内容 責任者 日程

専門誌「舗装」への広告の掲載 笠原 2022年8月～2023年7月

環境に配慮した商品を取り扱う 笠原 2022年8月～2023年7月



現　場

【ガソリン使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エコドライブ・アイドリングストップの励行 荒木 2022年8月～2023年7月

エアーエレメントの清掃 荒木 2022年8月～2023年7月

【軽油使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エコドライブ・アイドリングストップの励行 荒木 2022年8月～2023年7月

エアーエレメントの清掃 荒木 2022年8月～2023年7月

【低騒音・低振動の機械の使用】

活動内容 責任者 日程

レンタル機の仕様・性能を確認 荒木 2022年8月～2023年7月

新規導入に備えた情報の調査 荒木 2022年8月～2023年7月

【廃棄物処理の削減】

活動内容 責任者 日程

マニフェストに沿った適切な処理 荒木 2022年8月～2023年7月

再生材の使用、無駄が出ない量の購入 荒木 2022年8月～2023年7月



５．目標の実績

（事務所）

実績 達成度 実績 達成度 実績 達成度 実績 達成度 実績 達成度

二酸化炭素排出量

（kg・CO2）*
17,860 以下（年間） 4,465

以下
（4半期）

4,401 101% ○ 4,129 108% ○ 4,452 100% △ 4,228 106% ○ 17,210 104% ○

電気使用量

（Kwh)
14,083 以下（年間） 3,521

以下
（4半期）

4,295 82% △ 4,188 84% △ 3,122 113% △ 4,074 86% △ 15,679 90% △

灯油使用量

（リットル）
312 以下（年間） 156

以下
（半期）

140 111% ○ 86 181% ○ 226 138% ○

ガソリン使用量

（リットル）
4,325 以下（年間） 1,081

以下
（4半期）

1,073 101% ○ 826 131% ○ 1,228 88% ○ 1,041 104% ○ 4,168 104% ○

水使用量（m3） 112 以下（年間） 28
以下

（4半期）
17 164% ○ 34 82% △ 22 127% ○ 39 72% ○ 112 100% ○

グリーン購入推進　　　　　　　　　　　　　　 8
品目以上
（4半期）

8 100% ○ 13 163% ○ 8 100% ○ 15 188% ○ 44 176% ○

環境配慮商品の

提案・販売
2

以上
（4半期）

2 100% ○ 2 100% ○ 2 100% ○ 2 100% ○ 8 100% ○

*購入電力の二酸化炭素排出量の計算には、九州電力の2019年度の実排出係数0.445kg-CO2 / kWhを使用した。

（工事現場） 工事売上 78.85 百万円

32,013 （年間） 136% 82% 74% 102% 102%

406 （￥百万ごと） ○ △ △ ○ ○

11,433 （年間） 136% 81% 72% 99% 101%

145 （￥百万ごと） ○ △ △ △ ○

867 （年間） 113% 80% 102% 124% 102%

11 （￥百万ごと） ○ △ ○ ○ ○

100%

◯

*工事現場の環境目標数値は、2011年度の実績を基に年間工事売上高100万円単位で設定。本年度実績は工事売上高20百万円に基づき算出した。

目標

達成

2022年度 目標

達成

30品目（年間）

8件（提案）（年間）

コメント（太枠項目について）

熱中症予防の為、倉庫でのファン使用

やエアコンの稼働が多かった為消費電

力が増えた。

電気自動車導入のため消費電力が上

昇。一方ガソリンの実績は減少した。

電気自動車導入のため消費電力が上

昇。一方ガソリンの実績は減少した。

換気の為窓を開ける、使わない時は電

気を消す、こまめな節電・節水を呼びか

けた。

目標

達成

2022.11～2023.1 目標

達成

2023.2～4 目標

達成

2023.5～7
環境目標

2022.8～10

全体的な電力の消費が増えたが、石油

燃料の消費を抑えられたのでCO2排出

量を抑えることができた。

環境目標

2022.8～10
達成度

2022.11～2023.1
達成度

2023.2～4
達成度

2023.5～7

評価
期間中工事売上 ¥40,137,000 ¥18,029,000 ¥15,282,000 ¥5,402,000 ¥78,850,000

目標値 実績 目標値

評価 評価 評価 評価

達成度
2022年度

達成度

実績 目標値 実績 目標値 実績 目標値 実績

2,193 31,322 32,013

軽油使用量

（リットル）
4,282 5,820 3,222 2,614 3,081

16,296 8,886 7,320 8,332 6,204 2,147
二酸化炭素排出量

（kg・CO2）*
11,957

2,216 789 783 11,374 11,433

ガソリン使用量

（リットル）
392 442 247 867198 165 168 48 59 852

*評価マーク　○…達成度100以上　△・・・達成度99～66　✕・・・達成度65以下（是正処置を実施) 事業所計（kg・CO2） 48,531

100 95

コメント（太枠項目について）

※現場稼働：中

現場責任者の監督の下適切に活動できた。

※現場稼働：多

現場責任者の監督の下適切に活動できた。

※現場稼働：中

現場責任者の監督の下適切に活動できた。

※現場稼働：中

現場責任者の監督の下適切に活動できた。

現場によって活動環境に差は発生するが、

個々の現場で出来る事を考え、環境活動を率

先して行えた。

100 100 なし なしリサイクル推進 95% 以上（年間） 100 100

二酸化炭素排出量



環境経営計画の実施状況と評価

事務所

【電気使用量削減】実施責任者：笠原

活動内容 実施状況 評価

エアコンの設定温度を決める 実行できた 見やすいところに温度計を設置

昼間の消灯 実行できた 継続して行う

残業時の不要な照明の消灯 実行できた 意識付けができてきた

パソコンの適正な電源OFF・省エネモードの設定 実行できた PCの設定を見直した

【灯油使用量削減】実施責任者：廣田

活動内容 実施状況 評価

灯油ストーブの適正稼働・メンテナンス 実行できた 各社員が気をつけるようにした

【ガソリン使用量削減】実施責任者：田邊

活動内容 実施状況 評価

エコドライブ・アイドリングストップの励行 実行できた 各社員が意識して行った

公共交通機関の利用 実行できた できる範囲で努力した

【水使用量削減】実施責任者：笠原

活動内容 実施状況 評価

蛇口の細かな開閉 実行できた 各社員実行できた

【グリーン購入の推進　15品目】実施責任者：笠原

活動内容 実施状況 評価

エコ商品の調査 実行できた 購入時の確認を怠らず継続

エコ商品への切り替え 実行できた 購入時の確認を怠らず継続

【廃棄物処理の削減】実施責任者：笠原

活動内容 実施状況 評価

ゴミの分別の徹底 実行できた 各社員で実行できた

コピー用紙の裏面を利用 実行できた 社内文書に活用できた

ペーパーレス化の推進 実行できた メール等ツールを活用できた

【環境配慮商品の提案・販売】実施責任者：笠原

活動内容 実施状況 評価

専門誌「舗装」への広告の掲載 実行できた 継続して掲載している

環境に配慮した商品を取り扱う 実行できた 顧客へのアピールも行う



現　場

【ガソリン使用量削減】実施責任者：荒木

活動内容 実施状況 評価

エコドライブ・アイドリングストップの励行 実行できた 意識的に行動できた

エアーエレメントの清掃 実行できた その他の整備も行った

【軽油使用量削減】実施責任者：荒木

活動内容 実施状況 評価

エコドライブ・アイドリングストップの励行 実行できた 意識的に行動できた

エアーエレメントの清掃 実行できた その他の整備も行った

【低騒音・低振動の機械の使用】実施責任者：荒木

活動内容 実施状況 評価

レンタル機の仕様・性能を確認 実行できた 事前にチェックできた

新規導入に備えた情報の調査 実行できた ネットや口コミなどを参考にした

【廃棄物処理の削減】実施責任者：荒木

活動内容 実施状況 評価

マニフェストに沿った適切な処理 実行できた

再生材の使用、無駄が出ない量の購入 実行できた

現場監督が中心となり、

適正に実行出来ている。



７．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
自社で調査した結果、環境関連法規への違反等はありませんでした。

また、利害関係者からの訴訟等、および関係当局よりの指導・指摘もありませんでした。

今後も法規遵守を徹底していきます。

法律名 判定 判定日

廃棄物処理法 ○ 2023/8/31

資源有効活用促進法 ○ 2023/8/31

排出ガス対策型建設機械普及促進規定 ○ 2023/8/31

騒音規制法 ○ 2023/8/31

消防法 ○ 2023/8/31

オフロード法 ○ 2023/8/31

建設リサイクル法 ○ 2023/8/31

フロン排出抑制法 ○ 2023/8/31



8.次年度の環境経営計画

【電気使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エアコンの設定温度を決める 笠原 2023年8月～2024年7月

昼間の消灯 笠原 2023年8月～2024年7月

残業時の不要な照明の消灯 笠原 2023年8月～2024年7月

パソコンの適正な電源OFF・省エネモードの設定 笠原 2023年8月～2024年7月

【灯油使用量削減】

活動内容 責任者 日程

灯油ストーブの適正稼働・メンテナンス 廣田 2023年8月～2024年7月

【ガソリン使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エコドライブ・アイドリングストップの励行 田邊 2023年8月～2024年7月

公共交通機関の利用 田邊 2023年8月～2024年7月

【水使用量削減】

活動内容 責任者 日程

蛇口の細かな開閉 笠原 2023年8月～2024年7月

【グリーン購入の推進　15品目】

活動内容 責任者 日程

エコ商品の調査 笠原 2023年8月～2024年7月

エコ商品への切り替え 笠原 2023年8月～2024年7月

【廃棄物処理の削減】

活動内容 責任者 日程

ゴミの分別の徹底 笠原 2023年8月～2024年7月

コピー用紙の裏面を利用 笠原 2023年8月～2024年7月

ペーパーレス化の推進 笠原 2023年8月～2024年7月

【環境配慮商品の提案・販売】

活動内容 責任者 日程

専門誌「舗装」への広告の掲載 笠原 2023年8月～2024年7月

環境に配慮した商品を取り扱う 笠原 2023年8月～2024年7月



現　場

【ガソリン使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エコドライブ・アイドリングストップの励行 荒木 2023年8月～2024年7月

エアーエレメントの清掃 荒木 2023年8月～2024年7月

【軽油使用量削減】

活動内容 責任者 日程

エコドライブ・アイドリングストップの励行 荒木 2023年8月～2024年7月

エアーエレメントの清掃 荒木 2023年8月～2024年7月

【低騒音・低振動の機械の使用】

活動内容 責任者 日程

レンタル機の仕様・性能を確認 荒木 2023年8月～2024年7月

新規導入に備えた情報の調査 荒木 2023年8月～2024年7月

【廃棄物処理の削減】

活動内容 責任者 日程

マニフェストに沿った適切な処理 荒木 2023年8月～2024年7月

再生材の使用、無駄が出ない量の購入 荒木 2023年8月～2024年7月



９．代表者による全体評価と見直し

2023年8月18日

代表取締役　宮本　正吾

2022年8月1日～2023年7月31日

環境方針　環境目標　環境活動計画

環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、

評価結果　環境への負荷の状況(取りまとめ表）

環境システムが有効に機能

しているか
問題なく機能している

環境への取り組みが適切に

実施されているか

継続して活動している。状況に合わせた柔軟な目標数値

設定、行動内容など、前向きな取り組みを継続できるよう

目指す。

環境方針変更の必要性 変更の必要性なし

環境目標変更の必要性 変更の必要性なし

環境活動計画変更の必要

性
変更の必要性なし

環境経営システム変更の

必要性
変更の必要性なし

実施体制変更の必要性 変更の必要性なし

記録日：2023年8月18日

作成者：廣田壮通

環境管理責任者：廣田壮通

評価及び見直しの

実施年月日

評価者

評価

見直し

対象期間

提出した資料等


